
大学から直接連絡が来る頻度が高まってきたのは、
まず第一に「週刊電業特報別冊・就活特集号」を足
掛け7年にわたって、毎年発行してきたという事実が
取り持つ縁、ということがあるのでは？
司会者　うんうん、それはあるよな。内定率がなかな
か上がらない苦しさを昨年経験した先生方のなか
には、大手企業がダメなら中堅以下というようなヒエ
ラルキーが、以前より弱くなりつつある傾向もみえるよ
ね。
　いざとなったら中堅以下の企業に送り込めばいい
というようなことではなく、大手企業も中堅以下の企
業も幅広く知って、そのなかで改めて、自分に向いた
会社選びをすることが重要だという意識が出つつあ
るのかもしれない。
　大手企業を第一志望にするという傾向は相変わ
らず支配的だけど、大手なら何でもいいというような
会社選びは止めようよという雰囲気が、先生方の間
に芽生えつつあるのは確かじゃないか？
記者Ａ　それは学校を取材していると、昨年からし
ばしば感じてきたところですよね。今年はそうした傾
向が本格化しつつあるという感じがします。
記者Ｂ　そうだね。新型コロナ禍は、いいとこなんか
何もないけど（笑）、大人も若者も、固定観念は捨て
ようという感じが生じつつあるのではないでしょうか。
それが就職先選びにも出てきつつあるという……。
記者Ｃ　それはあるよね。その傾向が特に大学に色
濃いというのも面白い。
司会者　専門学校や職業訓練校の学生は、最初
から業界企業への就職を目指している傾向が強い
から、学生にもあまり迷いがないけど、大学生は必ず
しも大学で専攻した分野の仕事に就くとは限らない
傾向が強いからね。

☆最近目立つ独立系業界企業への大学側の興味
司会者　今年の就活戦線も昨年に続き、新型コロ
ナ禍が収束しないままで迎えた訳だけど、前回はこ
うした状況下における、中堅以下の独立系業界企
業はどう動いて、新たな人材を確保するべきかという
ようなことを話し合ったね。
　その後、今年の就活戦線について、何か新たな
動きは聞こえてきている？
記者Ｂ　今のところ、新型コロナ下だからどうこうと
いう混乱は聞こえきていないですね。就活生も企業
側も、昨年1年間でだいぶ慣れたのかもしれません。
記者Ａ　それもあるかもしれないけど、大学生の就
活が解禁になったばかりだからね。まだ、いろいろな
意味で序の口だから、波乱もまだ出ていないというこ
となのでは（笑）。
記者Ｃ　それはどちらも言えそうだね。だけど本紙編
集部には、これまでにない学校側とのパイプができ
つつあるような気がします。先日もある工科大学の就
職担当の先生から連絡をいただいたばかりですし。
司会者　そうそう。新型コロナ禍が始まってからは、
「週刊電業特報別冊・就活特集号」を置いてもらっ
ている大学・専門学校・職業訓練校と本紙のやりと
りが全体に活発化してきた感じがある。だけど、とく
に大学側が中堅以下の独立系業界企業の情報を
以前にも増して求めている。そんな傾向があるね。
記者Ｄ　それはどういう背景からでしょうかね。内定
率についての動きが、昨年はそれまでに比べると全
体に鈍いという傾向があったので、そのあたりを少し
でも改善させる手はないか。
　就職担当の先生方はそういう感じで、情報収集
の幅を広げようとしているのでしょうか。
記者Ｂ　それもあるだろうね。だけど、本紙編集部に

さるのは、そういう意味もあるのかもしれないね。昨年
は12月以降にそういうお話があったけど、今年は5月
の段階で出てきているのは、今から学生たちのネジ
を巻いておきたいということかも（笑）。
記者Ｃ　理由はどうあれ、そういうふうにして大学の
先生方が中堅以下の独立系業界企業の情報を今
から学生たちに伝えておきたいと思う傾向があると
いうのは、大学生を採用したい業界企業にとって
チャンスだよね。
記者Ｂ　そうそう、そうなんだ。だから前回の座談会
でも話がたくさん出たように、業界企業側からももっと
大学にアプローチしていく必要がある。大学新卒な
んてどうせ採れないだろうとか、採れても他で断られ
た学生ばかりでしないかというような悲観論は止め
て（笑）、今こそ正面から真剣に向き合っていただき
たいというのが、最近の大学を取材していて強く感
じるところだよね。
記者Ｃ　前回はその手段の一つとして「出前授業
の勧め」をしたわけだけど、他にもあるんじゃない？
司会者　それを話し合っておきたいね、今のうちに。
記者Ａ　そういう意味では、前回もちらりと出たよう
に、中堅以下の業界企業の参加を想定した合同説
明会を開催したいという声が、一部の大学で出てき
つつあるというのがチャンスですよね。
記者Ｃ　そうです、そうです。あれを逃す手はない。
記者Ｄ　今のところＡ工科大学が積極的ですよね。
中堅以下の業界企業の情報を、資料の一環として
知りたいというのではなく、早めの合同企業説明会と
して開催して、本番さながらの環境のなかで、学生
には中堅以下の独立系業界企業の実情を感じ
取ってもらいたい。そして就活の選択肢の対象の一
つとして、大手企業だけでなく、実力のある中堅以
下の企業も視野に入れてしほいということなのだろう
と思います。
司会者　こういう話が大学の側から出てくるというの
が、新型コロナ下の状況だからということを多少差し
引いても、嬉しいな。
　我 と々してはこうした動きを一時的なもので終わら
せないよう、これからも大学に積極的に働きかけ、
「当たり前の動き」にしていけるよう頑張りたいね。

　そのぶん、昔から就職先選びも、よく言えば融通
がきいた部分もあったけど、新型コロナ禍みたいなこ
とがあって、就職活動について今まで常識と思って
いたことが次々覆されると、専門学校や職業訓練校
の学生たちほど志望が明確でない傾向が強い分、
影響も受けやすい。そこを先生方も心配されている
のではないかな。

☆目指せ!! 独立系業界企業の採用革命!!
記者Ｃ　先日、ある大学で聞いた話では、ゴールデ
ンウイーク明けの内々定・内定率は、大手企業を中
心に50～60％程度だということでした。
　ところが大手の就活系マスコミの情報を見ると70
～80％は5月中に決まるみたいなことが書いてある。
そのあたりの誤差というのは、以前からよくありました
よね。
司会者　それは結局、内定率を算出する際に対象
としている学生の層が違うということなんだろうね。つ
まり、大手の就活系マスコミがいう内定率というの
は、自社のエントリー・サイトなんかに登録している学
生が対象なんだ。大学生全般、専門学校生全般
じゃないんだよね。
記者Ｂ　それは私も聞いたことがあります。就活を
早くから始めて、早く結果を出したいという意欲にあ
ふれた学生が、大手就活系マスコミのエントリー・サ
イトなどに登録する傾向が強い。そうした意識の高
い学生だから夏休み前に70％～80％が内定してし
まうのだと。就活生はみんなそのように意欲的かとい
うと、必ずしもそうじゃないですからね。私もその一人
だったからよく分かります（笑）。
　夏休みまでは最後の学生生活を楽しみたい、そ
の後に就活に力を入れたいという学生は意外に多
いものですよ。
記者Ｄ　第二新卒、第三新卒などという言葉が普
通に使われるのも、結局はそういう学生が意外に多
いことと関係しているのではありませんか？
記者Ｃ　それは言えてるね。そういう心理というのは
また、新型コロナなどによって簡単に払拭されるもの
でもないでしょうからね。
記者Ａ　大学の先生方が本紙にコンタクトしてくだ
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